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新築された塚原台地区公民館

認定する市道路線の現地調査

次世代育成支援対策春日市行動計画書（にこにこプラン）

　
　
　
　
　

委
員
長　

長
能　

文
代

　

三
月
定
例
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

二
十
件
は
全
員
賛
成
で
同
意
・
可
決

さ
れ
た
。
最
終
日
に
付
託
を
受
け
た

「
温
水
プ
ー
ル
サ
ー
ク
ル
活
動
存
続

に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て
」
は
、
十

分
な
審
査
を
行
う
た
め
、
継
続
審
査

と
す
る
こ
と
に
全
員
が
賛
成
し
た
。

　

教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
や
情
報

公
開
審
査
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

は
全
員
が
同
意
し
た
。

　

特
に
議
論
が
集
中
し
た
議
案
は
次

の
議
案
等
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
五
号
）
で
は
、
執
行
残
に
伴

う
も
の
が
大
半
で
あ
っ
た
が
、
学
校

運
営
等
に
関
す
る
執
行
残
に
つ
い
て

改
善
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

地
区
世
話
人
制
度
の
廃
止
や
非
常

勤
職
員
の
費
用
弁
償
の
引
き
下
げ
な

ど
の
条
例
の
改
正
案
で
は
、
特
に
地

区
世
話
人
の
廃
止
の
理
由
や
地
区
交

付
金
の
今
後
の
あ
り
方
な
ど
が
議
論

と
な
っ
た
。
減
債
基
金
、
弥
生
の
里

づ
く
り
基
金
、
地
域
振
興
基
金
な
ど

三
基
金
の
廃
止
に
つ
い
て
も
活
発
な

論
議
が
な
さ
れ
、
現
下
の
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
の
、
ぎ
り
ぎ
り
の
選

択
で
あ
る
旨
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

自
治
振
興
組
合
に
設
置
さ
れ
る
公

文
書
館
に
つ
い
て
も
、
そ
の
必
要
性

や
対
象
と
な
る
資
料
な
ど
に
つ
い
て

質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
育

児
短
時
間
勤
務
等
の
条
例
改
定
も
提

案
さ
れ
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　

委
員
長　

塚
本　

良
治

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
十

二
件
に
つ
い
て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
、
特
別
会
計
補

正
予
算
議
案
四
件
に
つ
い
て
は
、
歳

入
歳
出
予
算
補
正
事
項
別
明
細
書
を

中
心
に
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策

春
日
市
後
期
行
動
計
画
策
定
協
議
会

設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
は
、

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
地
域
性
を

生
か
す
た
め
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ
た

こ
と
、
企
業
が
積
極
的
に
子
育
て
支

援
が
出
来
る
よ
う
、
新
た
に
商
工
会

な
ど
か
ら
委
員
と
し
て
参
画
す
る
こ

と
、
「
春
日
市
介
護
従
事
者
処
遇
改

善
臨
時
特
例
基
金
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
」
は
、
介
護
報
酬
の
改
定
に
伴

う
介
護
保
険
料
の
急
激
な
上
昇
を
抑

制
す
る
た
め
に
基
金
を
設
置
す
る
こ

と
、
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

「
春
日
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

は
、
保
険
料
を
改
定
す
る
に
あ
た
り
、

多
段
階
制
を
導
入
す
る
な
ど
、
激
変

緩
和
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
新
た
に
設
置
さ
れ
る
筑

紫
地
区
介
護
認
定
審
査
会
事
業
特
別

会
計
を
含
む
、
平
成
二
十
一
年
度
特

別
会
計
予
算
議
案
五
件
な
ど
も
慎
重

に
審
査
し
た
結
果
、
す
べ
て
の
議
案

に
対
し
て
全
員
が
原
案
を
可
決
す
る

こ
と
に
賛
成
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

委
員
長　

松
尾　

嘉
三

　

今
期
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
議
案
は
五
件
で
あ
っ
た
。
「
平
成

二
十
年
度
春
日
市
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
三
号
）
に
つ
い
て
」、

今
回
の
補
正
に
お
け
る
収
益
減
は
、

大
口
使
用
者
の
使
用
量
の
大
幅
な
減

少
が
原
因
と
さ
れ
、
今
後
も
調
査
が

必
要
で
あ
る
。
全
員
賛
成
に
て
可
決

さ
れ
た
。
「
平
成
二
十
一
年
度
春
日

市
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て
」
は
、
起
債
残
高
全
額
を
繰

り
上
げ
償
還
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

利
息
を
軽
減
で
き
る
こ
と
は
評
価
で

き
、
全
員
賛
成
に
て
可
決
さ
れ
た
。

「
平
成
二
十
一
年
度
春
日
市
下
水
道

事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て
」
は
、
二

十
一
年
度
の
道
路
改
良
工
事
等
の
増

総
務
文
教
委
員
会

地
域
建
設
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

な
が 

の　
　
　

ふ
み 

よ

つ
か
も
と　
　

よ
し
は
る

ま
つ 

お 　
　

よ
し
み
つ

視点・論点視点・論点
３月定例会において、各常任委員会等で議論となったものを各委員長がまとめたものです。

３月定例会



平成21年（2009年）６月１日 かすが市議会だより
6

総額　２５７億９，１１９万５千円（対前年度比１．３％増）

歳　入 歳　出

歳 入 歳 出

額
予
算
に
対
し
、
下
水
道
管
渠
費
等

の
予
算
が
少
な
い
等
の
質
疑
が
な
さ

れ
た
。
全
員
賛
成
に
て
可
決
さ
れ
た
。

　
「
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
」は
、

白
水
小
隣
接
の
歩
行
者
専
用
道
路
第

四
三
号
路
線
を
廃
止
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。「
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
」

は
、
白
水
小
隣
接
の
市
道
第
一
三
四

五
号
、
春
日
原
東
町
の
西
鉄
沿
い
第

一
三
四
六
号
路
線
を
認
定
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
第
一
三
四
五
号
路
線
に

つ
い
て
、
認
定
後
の
道
路
形
状
、
車

両
通
行
で
き
な
い
理
由
、
地
域
の
利

便
性
等
の
質
疑
が
な
さ
れ
た
。
今
後

の
開
発
予
定
地
の
計
画
、
都
市
計
画

道
路
見
直
し
等
も
勘
案
し
、
協
議
す

る
旨
の
回
答
を
得
た
。
現
地
調
査
を

行
い
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
に
て
承

認
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　

委
員
長　

前
田　

俊
雄

　

平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
の
歳

入
歳
出
、
そ
れ
ぞ
れ
の
総
額
は
、
二

百
五
十
七
億
九
千
百
十
九
万
五
千
円

で
、
対
前
年
度
比
、
三
億
二
千
九
百

四
十
四
万
一
千
円
の
増
額
、
率
に
し

て
一
・
三
％
の
増
と
積
極
予
算
と
な

っ
て
い
る
。

　

歳
入
関
係
で
は
、
景
気
後
退
に
と

も
な
う
中
で
の
積
極
予
算
に
対
し
、

そ
の
裏
づ
け
と
な
る
歳
入
に
関
心
が

集
ま
り
、
根
幹
を
な
す
市
税
は
、
対

前
年
度
当
初
比
、
四
億
三
千
七
百
七

十
三
万
四
千
円
の
減
額
、
普
通
地
方

交
付
税
と
特
別
交
付
税
を
合
計
し
た

地
方
交
付
税
は
、
対
前
年
度
当
初
比
、

一
億
五
千
三
百
十
七
万
六
千
円
の
増

額
と
は
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
臨
時

財
政
対
策
債
が
、
対
前
年
度
当
初
比
、

五
十
五
・
三
％
増
の
十
三
億
二
千
七

百
九
十
万
円
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、

基
金
三
本
を
廃
止
し
、
五
億
二
千
六

十
三
万
五
千
円
を
繰
り
入
れ
て
い
る

こ
と
が
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
他
の
歳
入
科
目
で
の

収
入
捻
出
を
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

歳
出
関
係
で
議
論
が
集
中
し
た
の

が
、
帰
宅
チ
ャ
イ
ム
設
備
撤
去
、
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
の
使
途
及
び
春
日

原
小
学
校
増
築
分
の
空
調
工
事
に
関

し
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、ス
プ
リ
ン

グ
ホ
ー
ル
舞
台
機
構
装
置
改
修
、
認

定
道
路
内
民
有
地
取
得
事
業
な
ど
に

つ
い
て
の
質
疑
、
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
た
。

区　　分 予算額（千円） 構成比（％）対前年度比（％） 区　　分 予算額（千円） 構成比（％）
市 税 11,711,650 45.4 議 会 費 248,939 1.0

地方交付税 3,632,708 14.1 総 務 費 2,421,692 9.4

国庫支出金 2,704,319 10.5 民 生 費 9,697,813 37.6

県 支 出 金 1,450,582 5.6 教 育 費 3,313,471 12.8

市 債 1,959,700 7.6 公 債 費 3,631,503 14.1

そ の 他 4,332,236 16.8 土 木 費 2,191,723 8.5

合 計 25,791,195 100.0

－3.6

4.4

0.8

－4.6

56.0

－1.0

1.3 衛 生 費 2,907,673 11.3

そ の 他 1,378,381 5.3

合 計 25,791,195 100.0

対前年度比（％）
－0.8

－6.1

1.4

0.2

－8.4

16.0

16.7

－1.0

1.3

平成21年度　一般会計予算

議会費
248,939（千円）
（1.0％）    

総務費
2,421,692（千円）
（9.4％）

民生費
9,697,813
   　　　　　 （千円）

（37.6％）

教育費
3,313,471（千円）
（12.8％）

公債費
3,631,503（千円）
（14.1％）

土木費
2,191,723（千円）
（8.5％）

衛生費
2,907,673（千円）
（11.3％）

その他
1,378,381（千円）
（5.3％）

市税
11,711,650
　　　　　　  （千円）

（45.4％）

地方交付税
3,632,708（千円）
（14.1％）

国庫支出金
2,704,319（千円）
（10.5％）

県支出金
1,450,582（千円）
（5.6％）

県支出金
1,450,582（千円）
（5.6％）

市債
1,959,700（千円）
（7.6％）

その他
4,332,236（千円）
（16.8％）

予
算
審
査
特
別
委
員
会

ま
え 

だ 　
　

と
し 

お


